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心
に
闘
う
こ
と
を
強
調
し

ま
し
た
。

福
岡
地
区
春
闘
共
闘

は
、
１
月
２１
日
に
リ
フ
ァ

レ
ン
ス
駅
東
ビ
ル
で
２
０

２
４
年
度
定
期
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
第
１
部
は
春

闘
方
針
討
議
、
第
２
部
は

村
井
昭
一
弁
護
士
を
講
師

に
「
憲
法
と
自
衛
隊
」
と

題
し
て
特
別
講
演
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
総
会
終

了
後
は
新
年
旗
開
き
も
行

わ
れ
大
盛
況
で
し
た
。

総
会
で
は
、「
た
た
か

う
労
働
組
合
の
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
低
賃
金
と
物
価

高
騰
か
ら
生
活
も
守
る
大

「
元
旦
早
々
に
発
生
し

ま
し
た
能
登
半
島
地
震
や

豪
雨
災
害
な
ど
自
然
災
害

か
ら
、
国
民
の
い
の
ち
と

暮
ら
し
を
守
る
こ
と
は
政

治
の
責
任
で
あ
り
、
地
元

の
建
設
産
業
の
役
割
は
重

要
で
す
。
公
共
工
事
で
働

く
建
設
労
働
者
の
賃
金
を

大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と

が
、
国
の
経
済
が
抜
本
的

に
改
善
し
ま
す
。
大
幅
賃

金
引
き
上
げ
勝
利
の
た
め

に
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
」
と

の
力
強
い
挨
拶
で
「
２
０

２
４
年
春
闘
勝
利
！
建
設

を
さ
れ
ま
し
た
。

２４
春
闘
を
闘
う
決
意
表

明
は
、
福
建
労
と
国
公
労

連
の
仲
間
か
ら
さ
れ
ま
し

た
。俵

野
事
務
局
長
か
ら
、

福
岡
県
生
公
連
の
２４
春
闘

期
の
行
動
提
起
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
１
月
１４
日
に
実

施
し
ま
し
た
工
事
現
場
実

態
調
査
結
果
を
ふ
ま
え

て
、
九
州
地
方
整
備
局
と

福
岡
県
と
の
交
渉
の
予
定

と
、
２
月
７
日
の
福
岡
県

土
木
組
合
連
合
会
な
ど
の

建
設
の
団
体
と
の
交
渉
に

つ
い
て
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
集
会
は
集
会
決
議
を

採
択
し
、
玖
村
副
議
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
三
唱

し
て
終
え
ま
し
た
。
こ
の

集
会
で
は
例
年
２
月
開
催

時
の
暗
い
中
で
の
デ
モ
行

進
時
に
な
り
ま
す
の
で

「
提
灯
」
を
下
げ
て
デ
モ

行
進
し
ま
す
の
で
「
提
灯

デ
モ
」
を
博
多
駅
筑
紫
口

周
辺
で
行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
残
念
な
が
ら

雨
天
の
た
め
提
灯
デ
モ
は

中
止
に
な
り
ま
し
た
。

（
編
集
委
員
　
惠
藤
）

関
連
労
働
者
総
決
起
集

会
」は
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

集
会
に
は
雨
の
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
１
０
０
人
の
仲

間
が
参
加
し
、
福
岡
県
労

連
の
福
山
事
務
局
長
、
九

州
交
通
運
輸
連
絡
会
の
寺

島
事
務
局
長
、
国
公
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
の
長
岡
副
議

長
、
３
名
の
来
賓
が
挨
拶

幅
賃
上
げ
・
底
上
げ
軍
拡

・
増
税
で
な
く
社
会
保
障

の
充
実
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
か
か
げ
方
針
討
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

内
田
事
務
局
長
は
、
２３

春
闘
の
経
過
報
告
で
異
常

な
物
価
の
高
騰
に
対
し

て
、
収
入
の
上
昇
が
つ
い

て
い
け
て
い
な
い
な
か
、

無
策
で
あ
る
岸
田
政
権
の

行
き
詰
ま
り
を
指
摘
し
ま

し
た
。
一
方
で
２３
春
闘
が

６
，
０
０
０
円
の
賃
金
引

上
げ
と
時
給
の
全
国
加
重

平
均
が
１
，
０
０
０
円
を

超
え
た
こ
と
は
、
労
働
組

合
が
ス
ト
を
背
景
に
強
い

交
渉
力
で
実
現
し
た
こ
と

で
あ
る
と
報
告
し
ま
し
た
。

２４
春
闘
は
、
賃
金
が
上

が
る
国
へ
の
転
換
、
政
治

を
労
働
者
・
国
民
に
取
り

戻
し
、
公
共
や
福
祉
の
充

実
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
中

仙
道
さ
ん
（
福
岡
地
区
国

公
）
国
土
交
通
省
の
船
舶

で
能
登
半
島
に
支
援
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
各
所
か

ら
支
援
の
職
員
が
出
動
し

て
い
る
た
め
、
後
方
職
員

の
業
務
が
多
忙
に
な
っ
て

お
り
、
職
員
の
過
密
労
働

が
問
題
で
す
。

北
川
さ
ん
（
福
建
労
西
）

災
害
が
起
こ
っ
た
と
き

に
、
被
災
地
復
興
の
初
動

は
復
興
に
必
要
な
機
械
を

所
有
し
て
い
る
地
元
建
設

業
者
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
平
時
か
ら
地
場
の
建
設

事
業
者
を
育
て
て
い
く
公

契
約
条
例
が
必
要
で
す
。

矢
野
さ
ん
（
福
岡
医
療
団

労
組
）
看
護
職
場
で
は
、

賃
金
労
働
条
件
が
低
く
、

看
護
師
に
な
る
た
め
の
奨

学
金
返
済
が
厳
し
い
状
態

で
す
。
看
護
師
の
処
遇
改

善
と
奨
学
金
免
除
署
名
を

集
め
て
い
ま
す

筒
井
さ
ん（
福
祉
保
育
労
）

保
育
士
の
配
置
基
準
で
福

岡
市
に
地
区
労
連
と
と
も

に
要
請
行
動
を
行
い
ま
し

た
。
保
育
士
の
配
置
基
準

は
４
・
５
歳
児
３０
人
に
保

育
士
１
人
か
ら
２５
人
に
１

人
と
一
部
前
進
し
て
い
る

が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
編
集
委
員
　
内
田
）

大幅賃上げ・底上げ
軍拡・増税でなく社会保障の充実を

国民の
生活も
守れ

〈
福
岡
地
区
春
闘
共
闘
　
２４
春
闘
総
会
〉

大
軍
拡
・
大
増
税
を
許
さ
ず
、

�

物
価
高
騰
か
ら
生
活
守
る
た
た
か
い
を

〈福岡県生公連２４春闘勝利総決起集会〉

建設労働者の大幅賃金
� 引き上げ実現を！

《
活
発
な
討
論
で
能
登
地
震
や
職
場
の

労
働
問
題
な
ど
補
強
》

雨の降る音羽公園に集結

内田事務局長より参加者へ２３春闘の経過報告
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い
の
健
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
２
月
４
日
に
第
三
偕
成

ビ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ

ウ
ム
は
、『
２
０
２
４
年

問
題
を
通
し
て
考
え
る
働

き
方
改
革
の
本
当
の
姿
』

と
題
し
て
、
福
建
労
福
岡

東
支
部
の
山
中
健
書
記
長

・
建
交
労
福
岡
県
本
部
の

緒
方
秀
樹
執
行
委
員
長
・

福
岡
県
民
医
連
の
田
中
清

貴
書
記
長
を
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
に
迎
え
、
報
告
・
討
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
問
題
で
改

正
さ
れ
る
労
働
時
間
の
規

制
に
よ
り
、
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
働
き
方

が
変
わ
り
ま
す
。
建
設
・

運
送
は
、
重
層
下
請
け
構

造
に
よ
り
賃
金
上
が
ら

ず
、
休
ま
ず
残
業
し
て
何

と
か
日
々
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
状
態
で
労

働
時
間
が
緩
和
さ
れ
れ

ば
、
そ
の
分
賃
金
が
減
り

労
働
者
の
生
活
は
一
層
苦

し
く
な
り
ま
す
。

医
師
は
、
４
割
が
１
週

間
で
１
０
０
時
間
を
超
え

る
よ
う
な
過
剰
な
時
間
外

労
働
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
待
機
・

自
己
研
鑽
と
い
っ
た
医
師

に
と
っ
て
必
要
な
業
務
を

休
み
中
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を
休

日
に
入
れ
な
け
れ
ば
、
医

師
の
休
み
が
ほ
ぼ
な
い
の

が
実
情
で
す
。

私
た
ち
の
働
き
方
は
、

私
た
ち
が
声
を
上
げ
な
け

れ
ば
よ
く
な
り
ま
せ
ん
。

福
岡
地
区
労
連
は
声
を
上

げ
働
き
や
す
い
環
境
を
求

め
て
い
き
ま
す
。

（
編
集
委
員
　
松
尾
）

地
球
環
境
に
つ
い
て

は
、
一
月
号
で
紹
介
し
ま

し
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２８
（
国
連
気

候
変
動
枠
組
み
条
約
第
２８

回
締
約
国
会
議
）
と
は
別

に
、
も
う
一
つ
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

１５
（
国
連
生
物
多
様
性
条

約
締
結
国
会
義
）
が
１２
月

に
カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト
リ
オ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
１２
月

１９
日
に
生
物
多
様
性
に
向

け
た
２
０
３
０
年
ま
で
の

新
た
な
国
際
目
標
を
採
択

し
ま
し
た
。
生
物
多
様
性

条
約
と
は
、
生
物
の
多
様

性
を
保
全
し
、
生
物
資
源

を
持
続
可
能
な
か
た
ち
で

利
用
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
つ
く
ら
れ
た
国
際
条
約

で
、
気
候
変
動
枠
組
み
条

約
と
合
わ
せ
て
「
双
子
の

条
約
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
交
渉
に
は

１
９
６
の
国
と
地
域

が
加
盟
し
て
い
ま
す

が
、
先
進
国
で
は
ア

メ
リ
カ
だ
け
が
参
加

し
て
い
ま
せ
ん
。
新

目
標
は
、
２
０
５
０

年
ま
で
の
「
自
然
と

共
生
す
る
世
界
」
の

実
現
を
め
ざ
し
、
３０

年
ま
で
に
達
成
す
べ

き
２３
項
目
の
目
標
を
掲
げ

ま
し
た
。代
表
的
な
の
は
、

陸
・
海
の
そ
れ
ぞ
れ
３０
％

以
上
を
健
全
な
生
態
系
と

し
て
保
全
す
る
「
３０

ｂｙ

３０
」
で
す
。
条
約
に
参
加

し
て
い
な
い
ア
メ
リ
カ
も

取
り
組
み
ま
す
。
生
物
多

様
性
の
保
全
は
、
温
暖
化

対
策
と
背
中
合
わ
せ
で
あ

り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

国
際
応
用
シ
ス
テ
ム
な
ど

は
、
世
界
の
陸
域
の
３０
～

５０
％
を
保
全
す
れ
ば
、
全

生
物
種
の
５８
～
７９
％
を
保

全
で
き
る
と
分
析
し
て
い

ま
す
。

（
編
集
委
員
　
惠
藤
）

佐
賀
空
港
隣
の
陸
上
自

衛
隊
駐
屯
地
造
成
工
事
の

差
し
止
め
を
求
め
る
裁
判

の
報
告
・
学
習
会
が
１
月

２８
日
に
佐
賀
弁
護
士
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
差

し
止
め
を
求
め
る
裁
判
で

は
、
新
た
な
資
料
が
出
て

き
ま
し
た
。「
新
漁
協
が
、

国
造
搦
６０
ｈ
ａ
が
新
漁
協

に
実
質
的
に
帰
属
す
る
と

主
張
す
る
こ
と
は
法
律
的

に
不
可
能
で
あ
り
、
何
ら

る
文
章
で
は
な
い
と
主
張

し
て
い
ま
す
。
佐
賀
地
裁

は
、
３
月
下
旬
に
差
し
止

め
の
可
否
に
つ
い
て
決
定

を
出
す
見
通
し
で
す
。

学
習
会
で
は
、
前
号
で

紹
介
し
た
環
境
ア
セ
ス
の

駐
屯
地
と
貯
水
池
の
関
連

性
に
つ
い
て
新
た
な
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
自
衛
隊

駐
屯
地
造
成
に
は
８０
万
㎥

も
の
盛
土
が
必
要
で
す
。

こ
の
盛
土
は
造
成
し
て
い

る
貯
水
池
の
掘
削
し
た
残

土
か
ら
３０
万
㎥
を
確
保
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
駐

屯
地
造
成
工
事
と
貯
水
池

造
成
工
事
に
関
連
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
工

事
施
工
す
れ
ば
流
末
処
理

は
必
須
で
す
。

３
月
１５
日
に
は
第
１
回

口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
九
州
全
体
の

問
題
で
す
。佐
賀
結
集
し
、

九
州
の
軍
事
化
を
止
め
ま

し
ょ
う
。



（
編
集
委
員
　
松
尾
）

○
県
労
連
労
働
学
校

　



３
月
３
日
（
日
）
１０
：

００
～
１７
：
００

　

県
労
連
大
会
議
室

○
国
際
女
性
デ
ー

　



３
月
９
日
（
土
）
１３
：

３０
～
１６
：
００

　



博
多
駅
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
９
階
会
議
室

○
２４
春
闘
集
中
回
答
日

　

翌
日
行
動

　



３
月
１４
日
（
木
）
１８
：

００
～
１８
：
３０

　

博
多
駅
筑
紫
口

○
総
が
か
り
平
和
の
集
い

　



３
月
２４
日
（
日
）
１３
：

００
～
１５
：
００

　

警
固
公
園

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

〈
い
の
健
緊
急
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
〉

声
を
上
げ
　
働
き
や
す
い
環
境
を
求
め
よ
う

〈佐賀空港オスプレイ配置反対訴訟〉

防衛省と佐賀県の
「アセス逃れ」を許すな

〈
労
働
組
合
と
地
球
環
境
問
題
を
考
え
る
⑳
〉

Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
と「
双
子
の
条
約
」

3月11日（月）
昼 の 部　14：00 開演（13：30 開場）
夜 の 部　18：15 開演（17：45 開場）　
開　　場　福岡市民会館・大ホール
企画制作　（株）圭史企画

主　　催　「赤ひげ」公演実行委員会
お問い合わせ 092-641-4006
託児所をご利用希望の方は事前にご予約
をお願いします。

シンポジストの報告を聞く参加者

街頭にて佐賀空港の軍事基地化反対を訴える

心
配
い
り
ま
せ
ん
。」

と
記
載
さ
れ
た
、
平

成
１９
年
に
作
成
さ
れ

た
漁
協
の
当
時
の
顧

問
弁
護
士
の
押
印
付

の
回
答
書
と
と
も
に

送
ら
れ
た
文
章
も
見

つ
か
り
ま
し
た
。
国

は
個
々
の
漁
業
者
の

所
有
で
あ
る
こ
と
を

疎
明
す
る
に
は
足
り


